








日本で初めて組織的に新エネルギー技術の取り組みが開始され核として機能したのは、昭和 37年（1962 年）８

月にエネルギー変換懇話会（DEC：現会長本間琢也氏）が設立されてからであろう。創立前の発起人会時代からの事

情などを最近、私の大学時代の恩師で、DEC の会長もつとめられた山本賢三先生より送っていただいた当時の文献に

より知ることができた。それらによれば、初代会長には、科学技術庁科学審議官の名前もあり、産官学共に力を入れ

ていた姿勢を見ることができる。取りあげられたテーマは、まさに新エネルギーと現在も称されている太陽光発電、

燃料電池、熱電子発電、熱電発電、MHD発電、超伝導等々である。おなじみの錚々たる諸先輩方の名前を名簿から

見ることができ、講演タイトルをみると当時の諸先輩が真剣に議論されている様子が目に浮かぶようである。その先

見の明には頭の下がる思がする。1966 年度からの自主技術開発時代の幕開けに取り上げられたMHD発電や、1973

年の第一次オイルショックを受けて本格的な新エネルギー開発（サンシャイン計画、ニューサンシャイン計画）が開

始されたが、DEC での活動の成果がこれらのプロジェクトの土台となったことは確かであろう。

以来、挑戦と挫折、多くの失敗と数少ない成功の歴史は、知る人ぞ知るということである。これは世の常であり、

すべての分野で生じていることでもある。しかしながら、エネルギー技術はその完成までには、どれをとっても長い

歳月を必要とするようである。それは、火力発電所の発電効率向上の歴史や近々では原子力発電の開発と安全性確保

の歴史をみれば明らかである。エネルギーは、我々の社会生活、経済活動のすべての基盤であるが故に、その要求水

準としての経済性、信頼性、安全性への要求はシビアである。特に経済性は、既存のエネルギーシステムの中へ割り

込んでいこうとすれば、既存の電力コストと真っ向から勝負しなければならない。何とか特殊用途や新機能を付加し

た技術として社会の突破口としようとしているが、多くは敗退を余儀なくされている。エネルギー技術は総合科学技

術からなっているという側面も実用化の道をけわしくしている。その分野でのブレークスルーは当然必要であり、た

とえそれをクリアしたとしても直ちに社会が受け入れてくれるとは限らない。技術の成熟という言葉が使われるが、

社会全体のインフラストラクチャーを含めて総合的な技術力がその社会に醸成されないと社会には根付かない。

私は、現在大学人の一員であるが、平成 14年（2002 年）９月から開始された国及び NEDO（独立行政法人新エ

ネルギー・産学技術総合開発機構）が主導する「高効率熱電変換システムの開発事業」のプロジェクトリーダーとして、

熱電変換（発電）システムの実用化のためのプロジェクトに参画している。熱電発電の原理は 1821 年ゼーベックに

より発見された 2つの異種導体の接合部に温度差を与えると熱起電力が発生するというゼーベック効果を用いた発電

方式であり、冒頭のDEC の中でもはじめから取り上げられていたものである。効率が低い、コストが高いというレッ

テルを貼られて久しく、宇宙用として '70 年代から多少活躍しても、とても民生用までは無理という時代が永く続い

ている。しかしながら、'90 年代半ばあたりから材料革新の第三の波がおこり、従来言われていた性能の壁、無次元

性能指数 ZT ＝ 1は単なる幻であり、ZT ＝ 2以上も夢ではないという時代、熱電の新時代へ突入している。熱電発

電は小規模で分散しているあらゆる温度レベルの各種熱源に対応出来るシステムである。現在すすめているプロジェ

クトは、温度差 550℃で効率 12％（中間目標）、15％（最終目標）という高効率の熱電変換モジュール技術の完成

とシステムの実用化を目指している。熱電は、Big If といわれ続けてきたが、40年以上前の諸先輩の先見性と努力を

無にしないためにも、それを現実のものとすることがバトンを引き継いだ我々の責務と感じている。

エネルギー問題では、わが国は資源、環境、利用などすべての面で、切迫した強いニーズを突きつけられており、

いわばエネルギー問題の縮図をもつ国である。それゆえ、その解決策としての新エネルギー技術・省エネルギー技術

を社会に出すべく力を結集して取り掛かることのできる最もよい位置にあり、将来、世界にわが国が貢献できる重要

な分野であることをあらためて確認しておきたい。
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